
経営理念

サステナビリティ
基本方針

VISION2030

中期経営計画

本報告書には、当社の将来に関する見通しおよび計画に基づいた将来予測

が含まれています。これらの将来予測にはリスクや不確定要素等が含まれて

おり、実際の成果や業績とは異なる可能性があることを、あらかじめご理解

くださいますようお願いいたします。

2025年2月に発表した新中期経営計画は、従業員への浸透
と理解深化を図るため、日本語・英語のハンドブックを発行
しました。全世界の愛三グループ従業員が志を一つにして
実現を目指しています。

見通しに関する注意事項
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新中期経営計画浸透の取り組み

統合報告書は、財務情報と持続的成長の基盤となる非財務情報の両面から、当社の中長期

的な価値創造ストーリーについて分かりやすく報告するためのツールです。今回は、2025年

2月に発表した新中期経営計画の解説を中心に、私たちが目指す姿である「エンジンシステム

サプライヤー」への道筋をお示ししています。また、資本効率経営を重視した具体的施策の解

説に加え、VISION2030の実現に向けたプロセスをより分かりやすくお伝えできるように

工夫しています。

今後も事業活動やIR活動を通して皆さまからお寄せいただいたご意見にお答えし、情報開

示の質と量を高めてまいります。引き続き忌憚ないご意見を賜りますようお願いいたします。

編集にあたり、IFRS財団（旧IIRC）の「国際統合報告フレームワーク」、経済産業省の「価値協

創ガイダンス」、ならびにGRIやSASBなどの各種国際ガイドラインを参照しています。

編集方針　 —統合報告書2025でお伝えしたいこと—
2024年4月1日～2025年3月31日

（一部、2025年4月以降の情報を含みます）

報告対象期間

愛三工業株式会社および愛三グループ

報告範囲

企業の繁栄と豊かな環境作りで
社会に貢献する

1. お客様第一の心で商品を創り
2. 知恵と技術で高品質を実現し
3. 人を大切にする明るい職場を築いて

経営理念

この手で笑顔の未来を
確かな技術と品質で豊かな社会へ新たな価値を創造。
今をもっと快適に、未来の子どもたちに安心と笑顔を。

VISION2030

愛三グループは、経営理念に基づき、
グローバルな事業活動を通じて
社会の課題解決と持続的な発展に貢献します。
私たちは、確かな技術と品質で新たな価値を創造し、
ステークホルダーの期待に応えるとともに
持続的な企業価値向上を目指します。

サステナビリティ基本方針

◎有価証券報告書
◎決算資料

◎サステナビリティ
　 Webサイト　
◎コーポレートガバナンス
　 報告書

価値創造

網羅性

財  務 非財務
統合報告書

本報告書の位置づけ
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愛三グループの理念体系



1

2

3

愛三グループが目指すありたい姿とは
愛三グループはVISION2030「この手で笑顔の未来を」の実現に向け、
以下の分野で取り組みを進めます。

エンジン領域でグローバルNo.1メーカーを目指し、
エンジンシステムサプライヤーへ成長
私たちはエンジン領域を最後まで支えるグローバルNo.1メーカーを目指し、日々進化を続けています。
環境技術No.1メーカーとして動力源多様化にも対応し、顧客に選ばれる開発パートナーとして、共に次世代エンジンシス
テムを開発するエンジンシステムサプライヤーとなる姿を描いています。

愛三グループは、経営理念のもと、持続可能な社会の実現に向けたサステナビリティ基本方針を策定するとともに、

2030年に愛三グループが目指すありたい姿を示したVISION2030を掲げております。私たちは、企業の繁栄と社会の

繁栄は相互に関連していると考え、社会に対して責任を持ち、環境に配慮した事業活動を実施しています。これからも

社会に必要とされる企業であり続けるために、チャレンジと変革を続けてまいります。

培った技術とものづくり力の強みの融合
これまで培ってきた技術領域のさらなる拡大により、変革する電動車の核となる「電池システム」「電動システム」の領域で、
事業化を目指します。モビリティのあらゆる動力に対応する技術力で、パートナーと共に持続的な発展に貢献します。

保有技術とノウハウで社会課題解決に貢献
培ってきた技術を基盤に、非モビリティ分野への可能性を広げる「未来づくり」を進めます。技術の進化を通じて水素社会
の実現に貢献し、暮らしやすい豊かな社会へプラス1の価値を創出します。また、製造現場のノウハウを詰め込んだものづ
くりソリューションの提供により、ものづくりの課題解決への貢献を目指します。

VISION2030

この手で笑顔の未来を
確かな技術と品質で

豊かな社会へ新たな価値を創造。
今をもっと快適に、

未来の子どもたちに安心と笑顔を。

「ありたい姿」

クリーンで
安全・安心な
モビリティの

実現

暮らしやすい
豊かな社会へ
プラス1の
価値創出新中期経営計画

VISION2030
を見据えた

モビリティ 未来社会

■あらゆるエネルギー・
　モビリティの進化に貢献

■カーボンニュートラル燃料
　への対応

■電動化システム製品の
　事業化

■エネルギーインフラ分野へ
　環境対応製品を提供

■製造現場の課題解決に向け
　ものづくりノウハウを提供

P.39-48

マテリアリティ
リスクと機会

P.61-62

フォア
キャスト

バック
キャスト

経営
理念

ありたい姿の実現に向け、
2軸で事業を推進

「核となる想い」

愛三グループが目指すありたい姿
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モビリティ

P.45-46 P.48P.47 P.48

未来社会あらゆるエネルギー・モビリティの進化に貢献 モビリティの枠を超え社会課題解決に貢献

VISION2030達成に向けた総仕上げとして、モビリティの進化への貢献と、さらにその枠を超えた社会課題解決への貢献を

目指す新中期経営計画を2025年2月に発表しました。

愛三グループが磨き続けた技術を活用し、笑顔の未来の実現を目指します。

パワートレイン事業では、カーボンニュートラル

燃料に対応する次世代エンジンシステムの開発・

設計を目指し、技術向上と事業拡大を通じて、エン

ジンシステムサプライヤーとしての地位確立を

図っていきます。カーボンニュートラル燃料対応製

品の拡充を通してゼロCO2・ゼロエミッション達

成を進め、同時にM&Aやアライアンスを活用して

開発領域の拡大を目指し、事業の深化と拡大を図り

ます。そして長年にわたり取り組んできた燃料蒸発

ガスの排出抑制技術を活用して、各国の排出ガス規

制に対応する製品を提供してまいります。

長年にわたり培ってきたLPGガス活用技術を応

用してアンモニア・水素の利用技術を確立し、水素

社会の実現に貢献します。モビリティ事業で培った

燃料制御技術や蒸発ガス吸着・脱離技術、燃料電池

車の機能部品の知見を活用し、非モビリティ領域に

も挑戦していきます。アンモニアから水素を取り出

し発電するシステムを提案し、モビリティの枠を超

え、インフラ、発電機、宇宙産業など多様な領域での

貢献を目指していきます。

電動化製品事業では、「電池システム」と「電動シス

テム」の開発を重点領域と位置づけています。エンジ

ン部品開発で得た既存技術とものづくり力の強みを

活かして、電池制御や熱マネジメント分野での貢献

を目指します。まずは二輪車や小型モビリティ向け

の電池システムの開発に取り組み、四輪車向けにも

事業領域を拡大する計画です。多様な電動部品を確

実に制御する知見を得るために、電池セルケース・

カバーの製造を足掛かりとし、順次領域を拡大する

予定です。多様な生産技術と厳しい品質管理、高効率

な生産能力を活かして成長を図ります。

人とロボットが共存する社会を目指し、自社の製

造現場で培った生産技術のノウハウを反映させた

協働ロボットパッケージを提供し、作業の自働化と

製造現場の困りごと解決に貢献します。特に軽量部

品を扱う単純作業の現場に向け、安価で操作が簡単

なロボットパッケージを提案していきます。それぞ

れの現場に応じた特性を反映させた仕様検討から

設備製作、生産準備、工程改善までをセットでサ

ポートし、トータルで製造現場の改善と効率化に貢

献することを目指します。

アウトカム クリーンで安全・安心なモビリティの実現 アウトカム 暮らしやすい豊かな社会へプラス1の価値創出

パワートレイン事業 クリーンエネルギー技術活用 ものづくりソリューション提供電動化製品事業

エンジン領域を支え続ける
グローバルNo.1メーカーを目指す

次世代の再生可能エネルギー需要に
必要な水素社会を見据え、
当社技術でCO2削減に貢献

ノウハウを活かした
ものづくりソリューションの提供で、
継続的な現場改善・生産性向上に貢献

動力源多様化に対応し、
開発パートナーとして顧客に選ばれる
エンジンシステムサプライヤーを目指す

環境技術No.1メーカーとして、
ゼロCO2・ゼロエミッション社会へ貢献

技術領域を拡大することで
電動化製品を事業として確立 非モビリティ領域における

エネルギー供給に貢献
現場診断から工程改善まで

当社がトータルに提案

エンジンで
培った

既存技術

燃料制御
技術

仕様検討 設備製作 生産準備

ものづくり力
の強み

エネルギー
制御システム
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燃料ポンプ
モジュール

スロットル
ボデー

EGR
バルブ キャニスタ

No.1 No.2No.2 No.1

愛三工業

37%

愛三工業

15%

愛三工業

17%

愛三工業

17%

愛三グループは終戦後の民需転換時より一貫してエンジン機能部品の設計・製造・販売を担い、国内のみならず世界のカー

メーカーから高い評価を得てきました。これらの磨いてきた技術を基盤として、さらなるモビリティの発展へ貢献を続けてい

きます。

燃料多様化は世界各国のエネルギー事情に応じて進むと予想しています。グローバル市場の
中でも地域ごとの特色を捉えて、各地域に対しベストの製品とシステムを提案していきます。

エンジンシステムサプライヤーになるために、技術向上に加えエンジン開発プロセスにお
いてM＆A・アライアンスを活用し、対応領域を広げ、サブシステム設計・エンジンシステム
設計まで進化していきます。

世界トップレベルの小型・軽量技術に強みを持ち、鋳造工程の改善・最
適化によるダイカストボデー薄肉化で構成部品の軽量化を実現し、世界最
軽量製品の開発に成功しました。金属部品の切削工程を最小限に抑えた加
工技術で素材のロスを低減させ、コスト面での優位性も確立させています。
また、製品に組み付ける樹脂部品のランナー部のリサイクルにおいても、品
質を担保した上での環境に対する貢献が評価されています。

エンジンの最適な稼働と高い燃費効果のためには、バルブ解放時に
大量の排気を流すことと、バルブ閉鎖時に高い密閉性を保持すること
の2点が求められます。この性能を実現するために新開発し、特許取得
の二重偏心弁構造の製品で排気ガスの再循環量を約2倍まで高める
ことに成功しました。この技術は大型車向け製品に搭載され、さらなる
燃費向上と排気ガス低減に貢献しています。

環境性能と燃費性能の両立を実現し、その技術力の高さからトヨタ
自動車における製品搭載シェア100%を継続しています。また、グロー
バル市場においても1970年代から始まったアメリカ・カナダをはじめ
とした各国の厳しい環境規制に適応した製品を開発し続けており、モ
ビリティのエンジン関連製品における環境技術のパイオニアとして先
駆性を発揮しています。

愛三グループはモビリティの動力源において中核をなす重要機能部品を提供しており、中でもエンジン周辺の燃料系・吸排気

系部品に強みを持っています。モビリティの燃料多様化が進む中でも、磨き上げた技術力と品質で移動のうれしさ・楽しさ・

安心に貢献します。

確かな技術と品質で新たな価値を創造し、ステークホルダーの皆さまの期待に応えるとともに、企業価値向上を目指して

いきます。

愛三グループの現状と将来戦略

愛三グループがフォーカスするパワートレイン領域愛三グループの主力製品

エンジン関連製品の成長で
グローバルに地域最適化

M&A・アライアンスを活用し、
技術向上・電動化製品事業へ挑戦

製品の優位性

燃料ポンプモジュール パワートレイン事業領域の拡大

スロットルボデー

EGRバルブ

キャニスタ

主力製品の世界市場シェア（2024年度当社調べ）

2024年度 業績

世界自動車生産数予測 成熟市場での戦略

地域別従業員数（連結）

吸排気系製品

排出ガス制御系製品

スロットルボデー
EGRバルブ
その他

13%

8%

3%

キャニスタ
その他

12%

2%

燃料系製品
燃料ポンプモジュール
インジェクタ
その他

52%

1%

1%

米　州

アジア

日産・
ルノー

現代・
起亜グループ

ヤマハ
発動機

999億円日　本

1,554名米　州

4,713名アジア 4,054名日　本

6%

11%

5%

国内
ホンダ／スズキ／
マツダ／スバル 
など

海外
メルセデス・ベンツ／
Bajaj ／ TVS 
など

その他取引先 23%

トヨタ自動車 47%

動弁系製品
エンジンバルブ 3%

2024年度

3,372億円

（2025年3月31日現在）

2024年度

3,372億円

2024年度

3,372億円
2024年度

10,962名

製品別売上高比率（連結） 得意先別売上高比率（連結）

地域別売上高構成（連結）

その他 5%

ダイハツ工業／デンソー／
豊田自動織機／
日野自動車 8%

641名欧　州159億円

1,440億円

773億円 欧　州

現  状 2030

市
場
規
模

市場は緩やかに減少

今後もシェアアップ

成熟市場においても
シェアアップで事業成長

ICE : エンジン車
HEV : ハイブリッド車
PHEV : プラグインハイブリッド車

BEV : バッテリー電気自動車
FCEV : 燃料電池自動車

202520242023 2026 2027 2028 2029 2030

12,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

（万台）

BEV
FCEV

PHEV
HEV

ICE

エンジン
非搭載
28%

エンジン
搭載
72%

9,700万台 10,000万台 10,300万台

【出典】 2024富士経済社調査を基にした当社予想

新興国を含む世界各国の燃料品質に左右されないメンテナンスフリー化
を目指して開発しており、過酷な環境における高耐久性が支持を得ています。
また部品素材はレアメタル不採用で、コストダウンおよび材料資源の調達面
でも優位性を保持しています。

近年はゼロCO2を推進する燃料多様化を見据え、エタノール含有量
100%のカーボンニュートラル燃料に対応する製品を開発しています。

拡
大
を
目
指
す

エンジン開発プロセス 部品・サブシステム

エンジン本体

点  火

動  弁

燃  料

エバポ

吸  気

現
状
対
応
可
能
な
範
囲

領
域
・
製
品
を
選
定
し
拡
大

※エバポ： 燃料タンクから蒸発したガソリンが大気中に放出されるのを防ぐ。

※

設
計
フ
ェ
ー
ズ

評
価
フ
ェ
ー
ズ

整合性確認

カーメーカー 開発領域 部品メーカー

部品設計3

部品評価4

サブシステム評価5

エンジンシステム評価6

エンジンシステム設計1

サブシステム設計2
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ゼロCO2やゼロエミッションに向けて、現在のガソリンを中心とした燃料からe-fuel、バイオ燃料などのカーボンニュート

ラル燃料へ移行が進み、環境負荷物質の車外排出低減が期待されています。これらのニーズに対し、愛三グループはカーボン

ニュートラル燃料に対応可能な製品ラインナップを拡充することや燃料蒸発ガスの排出抑制技術により、ゼロCO2やゼロ

エミッション達成に貢献してまいります。

モビリティの進化と燃料多様化を支える製品群／制御技術
現  在

現状の燃料から変革

◎ガソリン
◎ディーゼル
◎LPG
◎CNG

将  来

環境負荷物質の
車外排出ゼロ化ニーズ

◎e-fuel
◎バイオ燃料
◎水素
◎アンモニア

カーボンニュートラル燃料に
対応可能な製品ラインナップを拡充

培ってきた適合技術
（車両システム制御技術）で対応

ゼロCO2・
ゼロエミッション
へのチャレンジ 排気ガス

蒸発ガス

燃料系製品1 吸排気系製品2 動弁系製品3

スロットルボデー EGRバルブ燃料ポンプ燃料ポンプモジュール

チタン
エンジン
バルブ

エンジン
バルブ

排出ガス制御系製品4

キャニスタ

532

1

4

封鎖弁

CNG用
デリバリ
アッセンブリ

LPG・CNG製品5

LPG用
デリバリ
アッセンブリ

水素供給ユニット

エア系バルブ

燃料電池製品

ブラシレス
燃料ポンプ

インジェクタ

スロットル
ボデー

キャニスタ

燃料ポンプ
モジュール

四輪車用主要製品 二輪車用主要製品

愛三の制御技術
世界シェアNo.1製品で
燃費向上に貢献

燃料蒸発ガスを吸着して
排出を防ぐ

運転性能向上と
排気ガス排出低減に貢献

多様な燃料に対応
ガス燃料車製品のパイオニア

エンジン燃焼室の
吸排気制御

ゼロエミッション推進に
貢献

燃料系製品1

排出ガス制御系製品

吸排気系製品

LPG・CNG製品

動弁系製品

タンク内の燃料をエンジンに送りこみ
ます。燃料の圧力を保つための周辺部品も
モジュール化し、ポンプ流量を制御してさ
らなる燃費向上に貢献しています。

燃料タンクや配管などで発生する大気
汚染の原因となる燃料蒸発ガスを吸着さ
せ、排出経路を適切に制御し、大気への放
出を防止しています。

エンジンへの吸気量を制御して快適な
運転性能を実現するほか、排気ガスを再
循環させて燃費向上とNOx（窒素酸化物）
排出低減などに貢献します。

日本のタクシーに広く採用されている
LPGや資源国を中心に需要が見込まれる
CNGなど、多様な動力源に対応しています。

エンジン燃焼室の吸気口・排気口を開
閉します。高温環境でエンジンの高速回転
に追従するため、耐熱性・耐摩耗性が求め
られる製品です。

ガス燃料システムで蓄積したノウハウ
を活かし、燃料電池に供給される水素・酸
素を制御し、高効率発電に貢献します。

2

4

3

5 燃料電池製品

燃料制御
あらゆる燃料を精密にコントロールする技術で
燃費効率向上に貢献

吸排気制御
気体を精密にコントロールする技術で
エンジン性能を最大まで引き出す

蒸発ガス制御
燃料蒸発ガスを環境適応値以下にコントロールする技術で
燃費向上と排出ガス低減の両立を実現

車両システム制御 モビリティの個性を作り上げる技術(燃料噴射量・空気量・点火など)　

スロットル
ボデー 大気

EGR
バルブ

エンジン

製品

燃料の流れ

気体の流れ

燃料蒸発ガスの流れ

燃料ポンプ
モジュール

燃料
タンク

封鎖弁 キャニスタ

当社の強みはモビリティ
の多様な動力源の制御と車
両システムの制御技術にあ
ります。

エンジン関連部品の最適
制御を通して燃費向上・排
出ガス低減で環境に貢献し
ます。
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1990年代に製品開発・組付けコスト低減を目指し、燃料ポンプとその機能部品を集約した燃料ポンプモジュールの開発・製造を
開始しました。組み込まれる燃料ポンプの小型化・高性能化・省エネ化に加えて燃料をろ過するフィルタの改善やモジュール全体の
改良は、他社製品の追随を許さない特長を持っています。2000年代以降は世界初のキャニスタ一体型構造やフィルタの統合によりさ
らなるコスト削減や小型化を実現し、製品の高効率化を続けています。

エンジンから排出された排気ガスを再循環させて新しい空気と混ぜることで、燃費の向上とNOx（窒素酸化物）の低減を図っていま
す。燃費規制・排出ガス規制強化への関心の高まりを受けて1990年代後半から開発を始め、即応・大流量・制御性の高さが求められ
ています。一度に大量の排気を流すことと閉弁時の密閉性を追求し、2010年代から高性能なDCモータ式製品を開発。高い技術が評価
されています。

1980年代より生産を開始し、愛三グループの主力製品としてカーメーカーから高い評価を得ています。エンジン燃焼に必要な空
気を供給する部品で、最適なエンジン出力を実現しながら低エミッション・低燃費に貢献します。常に高性能化・軽量化・低コスト
達成を目指してバージョンアップを継続しており、2020年に世界最軽量製品を開発し、さらなる進化を遂げています。

1960年代後半のアメリカにおける排出ガス規制への貢献から開発が始まりました。各国の度重なる規制強化に対してその都度新
製品を開発し、進化させることで環境保護に貢献してきました。世界中の国や地域の特性に応じた環境配慮の取り組みを常に支え続
け、環境に配慮したエバポ※システムのトップメーカーを目指しています。

燃料ポンプ・燃料ポンプモジュール EGRバルブ

スロットルボデー キャニスタ

世界No.1を掲げた製品開発 燃費性能向上への貢献

独自開発で技術力を蓄積 燃料蒸発ガス排出抑制装置からの進化

当社初
燃料ポンプモジュール ステップモータ式

電子制御の
先駆け

急速な排出ガス
規制対応に貢献

世界初
キャニスタ一体型 ステップモータ式

標準電子
スロットルボデー

開発

燃料蒸発ガス
規制対応

世界初
統合フィルタ採用 ステップモータ式

日本初
樹脂製電子

スロットルボデー

世界初
蓄熱材採用

サーモキャニスタ

A-FPM/a-FPM DCモータ式

世界最軽量製品 グローバルな
規制強化に対応

1990s 1990s

1980s 1970s

2000s 2000s

2000s 1990s

2010s 2010s

2010s 2010s2020s

燃料フィルタの静電気発生を抑え、
薄肉樹脂成型を実現した安全・小
型・低コストの製品。

燃費向上意識の高まりに伴い幅広い
車種で搭載が広がる。

電子制御式の草分けとなる2弁式
TRCスロットルボデー。多くの製品
バリエーションの礎となった。

全米排気規制の実施を受けて開発・
生産を開始。蒸発ガス制御の基盤製
品となった。

2000年代に開発が進んだ製品モ
ジュール化技術の結晶でトヨタ技術
開発賞を受賞。

弁の開閉速度を向上し、従来製品の
半分の時間で全開・全閉が可能に。

部品点数・製造原価・質量を3分の
1に低減し、2000年代以降の製品の
ベースとなった製品。

北米の規制強化、駐車中や給油時の
エバポ規制（ORVR規制）にも製品の
多層化で吸着性能を向上させて対応。

コンパクトカーに特化したモデル。
構造の簡素化を目指し部品の機能統
合に着目した製品。

流量増加を実現。定電流とバイポー
ラ化により従来製品の2倍以上の最
大流量が可能に。

バルブ密閉度を確保し軽量化に貢献。
ダイハツ低燃費技術賞を受賞。

蓄熱材によって活性炭の温度を制御す
ることで、キャニスタの性能が制限され
るハイブリッド車特有の課題にも対応。

モジュール全体で燃料通路抵抗を減
らして省電力を達成。燃料タンクへ
の搭載自由度も向上。

二重偏心弁の採用で大量・低洩れ
量・小型化を同時に実現。文部科学
大臣表彰科学技術賞を受賞。

小型モータ採用による軽量化と旧仕
様製品との搭載互換性を両立させた
製品。

各国のさらなる規制強化に対応するととも
に密閉タンクシステム用封鎖弁の機能も統
合し新たなエバポシステムの開発を推進。

創  業

当社の貢献

1950s     1960s 1970s 1980s     1990s     2000s 2010s     2020s     2030s

「キャブレタの愛三」として戦後初の乗用車トヨペットS型に
DC21型キャブレタが採用

クルマに求められる性能向上を支えるため、
精緻な電子制御による製品性能向上で貢献

ゼロCO2・ゼロエミッションを目指した多様な燃料に対応する製品開発
モビリティで培った技術を活かした未来社会への挑戦

社会の変化 戦後復興と経済成長におけるモータリゼーション

世界各国で規制強化が
進む排出ガス基準に対応

環境規制への対応 電子化へのグローバルな対応 持続可能な社会への貢献

※エバポレーション（エバポ）：駐車中や給油時などに燃料タンクから蒸発したガソリンが大気中に放出されるのを防ぐ技術。

愛三グループは創業以来、社会の変化に応じたさまざまな課題解決に向けて貢献してまいりました。市場ニーズに応えるエ

ンジンコンポーネントを設計し、常に業界トップクラスの品質と性能で、モビリティの進化を支え続けています。この技術を

さらに磨き、持続可能な社会への貢献を目指します。
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燃料系 43% 吸排気系 43%

動弁系 4% その他 10%

燃料系 70% 吸排気系 16%

動弁系 1% その他 1%

排出ガス制御系 11% 燃料系 47% 吸排気系 27%

動弁系 2%

排出ガス制御系 23%

欧  州

2024年度

159億円

アジア

2024年度

1,440億円

米  州

2024年度

773億円

燃料系 39% 吸排気系 27%

動弁系 6% その他 3%

排出ガス制御系 17%

日  本

2024年度

999億円

地域別／製品別売上高比率（連結）

Americas

Japan

Asian

Europe

19901980197019601938
0
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1,000

1,500

2,000
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3,000
（億円）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000
（億円）

2020

1938年
創 業

（年度）2000 2010 2024

12ヵ国30拠点

6ヵ国 8拠点

9ヵ国18拠点
業績推移（売上高）
国内 海外

世界中を走るクルマの約3台に1台は、私たち愛三グループの製品が搭載されています。動力源の多様化が加速する中で、

社会の変化を先取りして技術を進化させ、次世代モビリティへの対応を着実に進めることが私たちの果たすべき役割です。

私たちはさらなる成長に向け挑戦を続けます。

世界をリードする厳しい環境規制に応えてきた
地域です。事業譲受に伴う新規顧客に即応できる、
高効率な生産体制を再構築し、拡販を目指します。

エンジン需要は減少が見込まれるものの、既存・新
規顧客への訴求製品拡大によりパワートレイン事
業の売上維持を目指します。また、電動化製品の導
入でさらなる成長を狙います。

インド・ASEAN地域は経済発展に伴うモータリ
ゼーション到来の影響によりエンジン需要の拡大
が続き、市場は大幅に拡大しています。これまで
培った技術力と製品力を基に最重点地域として積
極的な投資を行い、事業拡大を狙います。

新製品・新技術開発の場として、エンジン関連製
品のさらなる性能向上とグローバルの各市場特性
に応じた製品開発を担います。モビリティで培っ
た技術を応用し、業種・業界の枠を超えた未来社
会への課題解決を目指します。

会社数 従業員数 10,962 名
（連結）

30社
（国内8社・海外22社）

3,184名
（単独）

4欧  州 社 5米  州 社

8日  本 社
13アジア 社

◎チェコ　◎ベルギー　◎フランス（2025年10月売却）

◎スロバキア
◎アメリカ　◎メキシコ

◎中国　◎タイ　◎インドネシア
◎韓国　◎インド

（生産会社3、販売会社1）

（生産会社4、販売会社1）

（本社1、生産会社5、その他2）

（生産会社10、販売会社3）
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PT. Aisan Nasmoco Industri
Factory Control / 
Production Control General Manager

Aisan Industry Czech s.r.o.
Industrial Engineering
Manager

Franklin Precision Industry, Inc.
Manufacturing General Manager

愛協産業株式会社 食品部
グループマネージャー

愛三グループのアイデンティティ－サステナビリティ経営を実践するための土台ー

実直でひたむきな
企業姿勢環境技術「品質の愛三」

への誇りチャレンジ精神

愛三グループは創業以来80年以上にわたり、社会環境や規制強化といった市場の変化に応え、ひたむきに技術を磨き、幾度

も変革を乗り越え、成長を遂げてきました。歴史の中で培ったチャレンジ精神や品質へのプライドは、愛三グループのアイデ

ンティティとして今も受け継がれています。現在の社会動向や自動車業界の変化の中でも、この精神を引き継いで真摯に業務

に向き合う従業員からのメッセージを紹介します。

すべてのステークホルダーのために規制強化の波に対応重要機能部品を支える変革を乗り越えてきた

Dwi Setyoko Michal MorávekStacy Keen 仙石 貴也

現在、私たちは燃料ポンプモジュール事業の譲受に

伴う生産移管プロジェクトを推進しています。私は、移

管スケジュール策定、生産エリア準備、製品品質維持、

人員計画といった、移管元との多岐にわたる調整に尽

力しています。

異なる企業文化や慣習を持つ移管元との円滑な連

携は、お客様と愛三グループの信頼維持に不可欠で

あるとともに重要な課題でした。この課題に対し、双

方の利益最大化と共通目標の設定を最優先に、部門

間のワーキンググループで議論を促進し、トップマネ

ジメントへの定期的な進捗報告や本社との連携を通

じ、調整を図ってきました。

この事業変革の経験は、新たなビジネスチャンスを

つかむ上で極めて重要なステップであると確信して

います。愛三グループが持続的に成長し続けるため、

今後も新規事業や新分野への挑戦を恐れず、積極的

に貢献してまいります。

「私たちの製品やものづくりのあり方を通じて、かつて

の自然の美しさを、後世の人々のために守っていきます。」

愛三グループの強みは、水素やe-fuelなどあらゆる

燃料への対応が既存技術の延長で可能な点です。今

後、世界各国で環境規制が強化される中で、キャニス

タやEGRバルブは、ますますその強みが活かされてい

くと感じています。

チェコに拠点を構える私たちは、世界に先行する欧

州の環境規制を単なる遵守の対象とするのではなく、

持続可能な社会の実現に向けた先進的な取り組みの

指針と捉え、積極的に対応を進めてきました。具体的

には、循環型経済への移行を目指す欧州グリーン

ディールへの対応として、樹脂ランナーの再利用やエ

バポ式浄水装置による工場排水の再利用を実施し、

年間418トンの廃棄物削減を実現しました。今後は低

CO2材を用いたものづくりや製品の軽量化などの取り

組みを通じ、市場における信頼の獲得と、環境対応の

リーディングカンパニーとしての地位確立を目指して

いきます。

愛三グループの核心である品質への取り組みは、お

客様からの信頼獲得と製品競争力向上の要です。従業

員一人ひとりが品質向上に真剣に取り組み、職場環境

の改善や効率化について活発な議論を交わしています。

私たちは「個人の成長が会社の発展につながる」とい

う考えのもと、教育・学習機会の拡大にも注力しています。

品質を最優先事項とし、高品質製品の提供を通じて顧客

の信頼向上を目指すにはどうするのが良いか、チームメ

ンバーは日々の業務で具体的な改善に努めています。

この実現には、自由に意見交換ができる職場文化が

不可欠だと考えています。チームメンバー全員との緊

密な連携を通じ、部署を超えてコミュニケーションを交

わし、品質面で会社全体の強化を図ることが、魅力的

で高品質な製品の提供につながり、強い会社に成長で

きると考えています。

品質向上への取り組みは、単なる業務ではなく、私

たちの誇りと使命感からスタートしています。この思い

を常に持ち、愛三グループの競争力とお客様の満足度

向上を目指していきます。

私たちは愛三グループにおいて、工場間物流や建

物管理など、ものづくりをスムーズに行うために不可

欠な幅広い業務を担っており、その中で私は従業員食

堂の運営を任されています。単に美味しい食事の提

供にとどまらず、栄養バランスを考慮した健康的なメ

ニューで健康経営への貢献、環境に配慮したサステナ

ブル・シーフードの採用、さらには「TABLE FOR 

TWO」のプログラムを通じた発展途上国の子どもた

ちへの食糧支援など、食堂運営の枠を超えて、社内外

の多くの方に向けたSDGsへの貢献も積極的に行っ

ています。

食堂利用者からの「美味しかったよ」の声が一番の

やりがいで、私の仕事に対する最高の原動力になって

います。食事の提供を通して、従業員の皆さんはもち

ろん社外の関係者にとっても活力となれるように貢献

していきます。

今後も従業員一人ひとりが笑顔で健康的な毎日を

送れるよう、新たな取り組みにも挑戦していきたいと

考えています。
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